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　千代田区は、平成20年1月、「2020年までに区内のCO₂排出量を1990年比で
25％削減する」という目標を定めた「千代田区地球温暖化対策条例」を施行しまし
た。また平成21年1月には国の「環境モデル都市」に選定されました。
　業務機能が集中している千代田区は、CO₂排出量の76％（2012年度）をオフィ

スを中心とする業務部門が占めているため、業務部門のCO₂をいかに削減するかが課題となっています。
　そこで区は、事業所の省エネ対策（ハード面）を推進するとともに、事業所が日頃から実践している環境配慮の取組
み（ソフト面）をさらに進めるために、行動する「人づくり」として「千代田区温暖化配慮行動計画書制度」を平成23
年度から導入しました。
　この制度は、区内の各事業所が取り組んでいる「環境活動」「環境教育」「地域貢献」などの温暖化配慮行動について、
その実施状況や計画を毎年、区へ報告していただくもので、今年度は247事業所が提出しました。

　区は、提出のあった事業所の取組み状況を公表し、優良
な取組みを表彰します。
　表彰及び公表することにより、事業者の温暖化配慮行動
の促進や優良な取組みの普及を図ります。（公表は、提出
のあった事業所名のほか、取組み事例を掲載します。）

表彰種別

最優秀賞 ……  省エネ、環境教育、地域貢献の取組み
において、最も優良な取組みを実施し
た事業所

優秀賞 …………  省エネ、環境教育、地域貢献の取組み
において、優良な取組みを実施した事
業所

特別賞 …………  他の模範となるユニークな取組みを
実施した事業所

環境配慮賞 …  任意で提出のあった事業所で、優良
な取組みを実施した事業所

平成27年度
からの賞一覧

平成27年度
表彰事業所

平成26年度
までの賞一覧 平成26年度表彰 平成25年度表彰 平成24年度表彰

最優秀賞 三井住友海上火災保険
株式会社 最優秀賞 株式会社みずほ銀行 三菱地所株式会社 株式会社そごう・西武

本部

優秀賞 東京センチュリーリース
株式会社

省エネルギー
部門賞 旭化成株式会社 伊藤忠テクノソリューションズ

株式会社
日立インターメディックス
株式会社

ー ー 環境教育部門賞 三菱地所株式会社 前田建設工業株式会社 日本製紙株式会社

ー ー 地域貢献部門賞 山崎製パン株式会社 三菱UFJニコス株式会社 三菱地所株式会社

特別賞 株式会社大塚商会 特別賞 該当なし 該当なし 日本興亜損害保険株式会社

環境配慮賞 日本紙通商株式会社 環境配慮賞 三幸株式会社 ルネサスエレク卜口ニクス
販売株式会社

和光堂株式会社
高砂熱学工業株式会社
ウシオ電機株式会社

総提出事業所数 249 総提出事業所数 187 173 187

●義務提出事業所：従業員数300人以上の事業所
（特定事業所）
 ● 任意提出事業所：従業員数300人未満の事業所
※任意でご提出いただいた取組みも表彰対象になります。

  詳しくは区のHPを検索してください。

 毎年8月末日

過去の受賞事業所一覧

他の模範となる取組みを実施した事業所を表彰します !

制度概要
と経緯

ます

千代田区地球温暖化対策条例第21条第２項
に基づき区民、事業者、地球温暖化対策に関す
る識見を有する者で構成された、区の地球温
暖化対策に関する意見を聞くための組織です。
※本制度の表彰事業所を審査し、選定してい
ます。

千代田区
地球温暖化対策推進懇談会

書類の作成
および
提出方法

対　象

提出期限

千代田区温暖化配慮行動計画書制度 検索

計画書兼報告書の作成・提出 検索

　詳しくは下記のHPを検索してください。



富士ソフト 株式会社
［所在地］神田練塀町3

❶環境プロジェクトチームによる活動
環境プロジェクトチームは、FSIecoガイドラインに準拠した空調
や消灯等の省エネやゴミの分別等の省資源活動に関して、全社統
一の活動が出来るように管理・指導する組織である。本チームは、
全社の各部門より環境推進者・環境推進委員を選任し、委員が環
境プロジェクトチームで議論した施策を率先して実施している。
さらに、委員は、月１回の打合せの中で、前月までのCO₂排出量の
確認や省エネ等の活動について取組方針を決めている。また、こ
れらの内容については、社内イントラネットサイトに掲載し、社員
に情報共有することで、環境活動の定着を図っている。

表彰の対象となった
主な取組み

左：管理本部 総合管理部・主任 中井 浩子 氏
中：執行役員 前川 政喜 氏
右：千代田区長 石川 雅己

省エネ

❷ゴミの分別
 ゴミの分別はオフィスと地下ゴミ集積場
の２段階で確認作業を実施することで、
１００％ゴミの分別を達成している。

❸エネルギー使用状況の見せる化
 社内イントラネットサイトにecoオフィスサイ
トを開設し、国内全拠点の電力使用量を見せる化
している。

千代田区の一斉清掃に社員が参加

全国オフィスの電力使用量実績を社内イントラで見せる化

FSIecoガイドラインでは
27項目に渡って取組みが決
められている

　2009年に環境プ
ロジェクトチームを

発足させ、社員全員
が同じよう

に環境配慮行動でき
るよう、FSlecoガ

イドラインで細かく
決め、全国

の拠点で実施してい
ることに好感が持て

ました。

ITの会社なので堅い
イメージでしたが、

訪問してみると、室
内が「竹取

物語」などをテーマ
にデザインされ、働

きやすい環境が用意
されていて

素敵だなと思いまし
た。

大妻女子大学家政
学部甲野ゼミ  ３年

  本多 都

学生コメント



❶千代田区コミュニティサイクル 
　「ちよくる」への協力
区のコミュニティサイクル事業実
証実験実施に伴うサイクルポート
をビル敷地内に設置している。

❷秋葉原東部納涼大会への参加
和泉公園で開催される秋葉原東部納
涼大会に参加し、紙ヒコーキ制作教室
とロボット相撲体験を実施している。

❶FSIecoガイドラインを活用した社員への教育
CO₂の削減や省エネ活動に関する取組み（空調の温度設定、照明運用方
法、PC省エネ設定、電気機器その他電気設備等の運用方法、服装の規定
等）を細かく取り決めた全社統一の独自のFSlecoガイドラインを策定。
各オフィスでの環境活動は、ガイドラインに準拠して実施されている。ガ
イドラインを作成したことで、客観的に数値を用いながら取組内容を定
め、環境推進委員や各社員が活動しやすい環境づくりをしている。

環境教育

地域貢献

社内の省エネポスターは外国籍社員向け
に英語版も掲示

トイレ内に貼ら
れた省エネポス
ターも英語併記で

会議室のWARM BIZポスターは
カラー紙に白黒印刷

「企業マルシェ」では新鮮でおいしい野菜が並ぶ

和泉公園での秋葉原東部納涼大会の様子

秋葉原東部納涼大会で
の富士ソフトのブース

富士ソフト秋葉原ビル1Fでの「企業マルシェ」の様子

富士ソフト秋葉原ビルの地下にあ
る千代田区の備蓄品

富士ソフト秋葉原ビルの「ちよくる」駐輪場

❸環境啓発ポスターによる社内教育
環境啓発ポスターによる社内教育では、外
国籍社員向けに英語版ポスターや社員の目

線に合わせた位置に
掲載するなど、全社
員が取り組む工夫を
推進している。

❷空調に頼らない服装の推進
通年で全オフィスへ、独自
のecoBIZ、夏期及び冬期は
COOLBIZ・WARMBIZ の
ポスターの掲示もしくは活
動の推進を実施している。

❹地方と都市をつなぐ活動
被災地支援として、秋葉原ビルの１階に企業マ
ルシェを開いて、岩手県田野畑村及び福島県西
会津町の新鮮野菜や特産品の展示販売を実施
し、地域の皆様にもご購入いただいている。

❸千代田区備蓄庫の管理
災害時の帰宅困難者のための
備蓄庫を管理している。



❶環境パンフレットなどの配布
●さまざまな社会課題と自社の関わりをわかりやすく伝える
ための環境コミュニケーション誌「紙季折々」を発行して
いる。

●「御茶ノ水ペーパーギャラリー」 にCSR報告書や「紙季
折々」を常設し、区民が入手できるようにしている。

❷次世代教育
●区内の近隣教育機関
に向けて、CSR講演
会などの開催案内を
行っている。

日本製紙 株式会社
［所在地］神田駿河台4-6

❶ＯＡ機器による省エネの取組み
● すべてのＯＡ機器について、「節電モード」を設定。
●ＰＣの節電ソフト導入および使用方法による電力削減。
●割付け印刷による電力削減および紙使用量の削減。
❷見える化の工夫
●社員が閲覧できるイントラネット上に、紙・電気の使
用量を「見える化」している。

❶紙パックリサイクルキャンペーン
省資源・リサイクルの啓発活動として、リサイク
ルマークの付いた紙パック20枚とボックスティ
シュ―2箱を交換するキャンペーンを開催し、2
か月間で約16,300枚の紙パックを社内から回収
した。
❷ＣＳＲ勉強会の開催
●環境問題も含めた社会課題について社内講師
が、社員向けに講義をしている。

❸環境eラーニングの実施
●自社と環境の関わりを学べるように、独自のコ
ンテンツで実施している。

優秀賞

御茶ノ水ペーパーギャラリー

環境教育

省エネ

地域貢献

左：技術本部 環境安全部 主席技術調査役 渡邊 惠子 氏
中：技術本部 環境安全部 部長代理 寺澤 一雄 氏
右：千代田区長 石川 雅己

環境e-ラーニング教材

紙パックリサイクルボックス

表彰の対象となった
主な取組み

　木を扱う企業は安
い外材が輸入される

ため、国産材を使う
ことは難し

いものだと考えてい
ました。しかし、実

際に伺ってみて、積
極的に国産

材を使用しているこ
とがわかりました。

それができるのは戦
後植えられ

た大量の針葉樹を利
用したり、建築用材

には使わない部分を
使用したり

しているからだそう
です。このように国

産材を利用すること
で、国内の

林業を活性化させ、
日本の森林保全に貢

献しています。

明治大学政治経済
学部大森ゼミ  3年

  池上 千晴

学生コメント



エコプロダクツ
への出展

環境月間
社員への啓発

環境出張授業

❶環境出張授業の実施
●中高生を対象に、家庭でできる環境配慮行動を考
えるための授業を提供している。「マ·マー 早ゆ
でスパゲティ」を用いた時短調理の実習を通じ
て、調理段階の省エネとおいしさが両立するライ
フスタイルを提案した。

❷「九都県市容器包装ダイエットキャンペーン」
への参加 
東京都主催「くらしフェスタ」や「エコプロダク
ツ」への出展
●環境配慮製品の紹介を通じてご家庭でできる省エ
ネ、ごみや食品ロスの削減に役立つ情報を発信した。

株式会社 日清製粉グループ本社
［所在地］神田錦町1-25

省エネ

地域貢献❶節電
●クールビズ期間における軽装の推奨、
照明の間引き、適切な空調温度設定、
2UP2DOWN運動（上下2階分までは階
段利用）等に取り組んでいる。

❷ノー残業デーの実施
●本社ビル一斉および部署ごとのノー残業
デーを設定することで、オフィスの省エネ
活動を促進している。

❸職場の環境情報の共有
●毎月開催される環境管理委員会を通じて
電力使用量、廃棄物排出量等の情報を見え
る化し提供することで、環境保全活動に対
する社員の意識啓発に努めている。

❶社員に対する教育
●環境月間期間中、社員食堂前で、企業活動に関
連した環境展示を企画している。2015年度は
「小麦と生物多様性」をテーマに取り上げた。
●各地の工場、研究所、オフィスに環境担当部署
メンバーを派遣し、グループの環境目的・目
標、エネルギー使用量・廃棄物排出量、グルー
プ内の環境配慮製品等の解説を実施した。

❷「社会・環境レポート」の発行
●すべてのステークホルダーを対象に、グループ
が取り組む環境保全活動を紹介している。

環境配慮賞

左：技術本部 環境管理室室長 小櫃 亨 氏
中：技術本部 取締役技術本部長 小髙 聡 氏
右：千代田区長 石川 雅己

環境教育

表彰の対象となった
主な取組み

　社内全体で「環境
ISO分科会」などの

活動を通し、情報交
換も頻繁に

行われ、継続的に活
動されていました。

廃棄物最終処分量の
大幅な減少

については、リサイ
クル技術が上がり、

処理できる業者につ
いての情報

共有ができるように
なった為とわかりま

した。新商品開発も
、例えば、

容器包装の軽量化に
は限界があるため、

詰め替えボトルの小
麦粉が開発

されるなど、様々な
取り組み姿勢に感銘

を受けました。

明治大学政治経済
学部冨澤ゼミ  ３年

  峰岸 克成

学生コメント



特別賞

　川崎汽船グループでは、2015年３月に策定された環境保全
に関わる長期指針「“K” Line環境ビジョン2050」で定めたゴー
ルへ向けて、川崎汽船グループで働く全ての役職員、乗組員が、
環境保全および生物多様性保全に取り組み、持続可能な事業活
動に資するため、貢献度の高い活動を表彰することで、環境保全
活動の輪がグループ内全体に、さらに世の中にも広がっていく
ことを目的とした「“K” Line Group環境アワード」を創設して
います。

　2回目となる本年は、川崎汽船本社及び国内外のグループ会社
から昨年を大幅に上回る応募があり、それら活動を「独創性」「難
易度」「環境貢献度」「継続性」「波及性」等の観点から点数化し、
さらに定性的な面も考慮しながら厳正な審査を行った結果、優
秀賞１件、特別賞７件の活動を選定し、表彰しました。

「“K”Line Group環境アワード表彰」の
実施

川崎汽船株式会社 ［所在地］内幸町2-1-1

左：総務グループ CSR推進室長 
　　高橋 昌孝 氏
中：環境推進グループ 環境推進チーム長 
　　北條 英洋 氏
右：千代田区長 石川 雅己

表彰の対象となった主な取組み

”K” Line Group環境アワード表彰式の様子

　本社地区における夏季早朝勤務及び早めの帰宅を
実施している。また、7月から9月の空調時間を通
常8時30分～ 20時00分から8時00分～ 19時30
分に変更している。

※「夏の生活スタイル変革」
　夏の時期に「朝型勤務」や「フレックスタイム制」など
を推進し、夕方早くに職場を出るという生活スタイルに変
えていくものであり、それぞれの企業や働く人の実情に応
じた自主的な取組を可能な範囲で実施するもの。

厚生労働省が推進している
「夏の生活スタイル変革」に対応

新
しん

日
に っ

鐵
て つ

住
す み

金
き ん

株式会社 ［所在地］丸の内2-6-1

左：総務部 広報センター主幹 
　　菊池 佳代 氏
中：環境部 参与・環境部長 
　　高橋 望 氏
右：千代田区長 石川 雅己

表彰の対象となった主な取組み

　下記の取組みを実施し、省エネの取り組みを強化している。
●院内各所に省エネポスターを掲示し、電気使用量削減の呼
びかけを実施
●省エネ意識の向上を目的に、各部署から電気使用量の削減
案を募集
●省エネ対策の標語を募集した。22件の応募の中から3件を
優秀賞とし、景品を提供した。

電気・ガス・水道熱源節約プロジェクト

日本大学病院 ［所在地］神田駿河台1-6

表彰の対象となった主な取組み

院内各所に掲示された省エネポスター

左：庶務課 課長補佐 石橋 慶一 氏
右：千代田区長 石川 雅己



　従業員やその家族の日常生活を通じた環境負荷削減や環境活
動をサポートする「AGC ECO CLUB」を2011年に発足させ、
環境活動に積極的な人をクラブ員として募集すると共に、各拠
点で実施された環境ボランティア活動や家庭での省エネルギー
活動などを社内ネット上で紹介し、環境意識向上の啓発を図っ
ている。例えば本社では、自動販売機を利用したマッチングギ
フトを実施し、集まった寄付金を東日本大震災で壊滅的な被害
を受けた海岸林の再生に取り組んでいるNGO団体に寄贈した。

また、ベルマークを収集して途上国を中
心に植林活動をサポートしているNGO団体に寄付した。従業員やその家族の日常生活を通じた

環境負荷削減や環境活動の推進

旭硝子株式会社 ［所在地］丸の内1-5-1

左：総務部 環境・安全・品質室 統括主幹 
　　宮嵜 俊幸 氏
中：執行役員 総務部長 
　　川上 真一 氏
右：千代田区長 石川 雅己

表彰の対象となった主な取組み

従業員へ寄付金実績お知らせ 支援先からの報告

　2015年8月11日、日比谷公園で、KDDIのICT技術を活用
して豊かな自然と生物多様性を感じてもらうため、特定非営利
活動法人樹木・環境ネットワーク協会の協力を得て、子ども向
け環境教育イベントを実施しました。計7家族17名が参加し、
子どもたち1人に1台、KDDIの子ども向けスマートフォン
「miraie」(ミライエ)を渡し、KDDIが提供するAR(画像認識)ア
プリ「SATCH VIEWER」を使い活動しました。公園内に設置さ
れたイラストにスマートフォンをかざすと、画面に植物や昆虫

に関する情報が表示され、都会の公園に豊かな自然を感じ夏休
みの良い思い出になりました。

<ARとは>
Augmented Reality (拡張現実
感) の略。仮想物体や情報を現実
世界の中に、スマートフォン等の
画面を通じて、あたかもそれが実
在するかのように表示する技術。

日比谷公園で
「子ども向け環境教育イベント」の実施

［所在地］飯田橋3-10-10　　　　ガーデンエアタワー

表彰の対象となった主な取組み

SATCH VIEWERアプリでイラストを
読み込む参加者親子

KDDI株式会社
左：総務部 CSR・環境推進室 
　　大山 翔平 氏
中：総務部 CSR・環境推進室 室長 
　　鳥光 健太郎 氏
右：千代田区長 石川 雅己

　ホテルの従業員ラウンジにアルミ缶専用のゴミ箱を設置し、従
業員による分別・圧縮作業を行った上でリサイクル業者に引渡
し、得た金額を使って日比谷公園の花壇の一部を管理する活動を
2015年度より実施している。また、花壇は従業員が定期的に花
の植え替えを行っており、緑ある街づくりに貢献している。

　レストランや宴会で使用されたワイン
コルクを回収し、障害のある方々を支援
するNPO法人に寄付した。
　また、寄付されたコルクを材料として
作成されたコースターを購入し、開業記
念行事の記念品として利用者に配付した。

アルミ缶分別回収益による
日比谷公園内花壇管理

ワインコルクの寄付と活用

株式会社帝国ホテル ［所在地］内幸町1-1-1

表彰の対象となった主な取組み

アルミ缶分別回収益で管理し
ている日比谷公園の花壇にて

左：企画部 有髙 佐誉子 氏
中：ホテル事業統括部 部長 
　　冨樫 総平 氏
右：千代田区長 石川 雅己

　2015年10月１日より２か月間に渡り、日本初、デベロッ
パー主導でテナント店舗と連携し、街単位でのリサイクル容器
を使った、弁当販売・容器回収の取り組みへ向けた実証実験を
開始。プロジェクトで使用する弁当容器は「Ｐ＆Ｐ リ・リパッ
ク容器」という、表面にフィルム加工が施されており、使用後に
フィルムをはがすことで、汚れのない状態で回収できる容器で

ある。弁当購入者は、食後にフィルムを
はがし、フィルム・フタを廃棄、容器本体を各
ビルに設置された回収ボックスに返却するこ
とで、簡単にリサイクル活動に参加できる。
本プロジェクトは実証実験を経て、2016年
5月30日より大手町・丸の内・有楽町エリア
で本格実施されている。

丸の内エコ弁プロジェクト

三菱地所株式会社 ［所在地］大手町1-6-1
左：ビル運営事業部 中野 壮一朗 氏
中：環境・CSR推進部 副長 
　　吾田 鉄司 氏
右：千代田区長 石川 雅己

Ｐ＆Ｐ リ・リパック容器

表彰の対象となった主な取組み
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三菱UFJニコス株式会社
クレジットカードの入会から発券、ご利用明細書、ポイントの還元ま
で、一貫して環境に配慮した「MUFGカード」を発行しています。カー
ドの素材には、焼却時に塩素ガスを出さないPET-Gを、入会申込書には、
FSC認証紙を使用。カード利用後に送付するご利用明細書のWEB明細
切替推進を図るとともに、ポイント交換商品に、国内の森林・植林事業
を行う環境保全団体への寄付プログラムを用意しています。

三菱UFJニコス株式会社

株式会社みずほ銀行（内幸町本部・大手町本部）
〈みずほ〉では、CO2排出量削減目標を設定し、省資源・省エネルギー
対策を設備・運用の両面から実施するとともに、本業
において、再生可能エネルギー普及等に向けた法人・
個人へのファイナンスを幅広く提供しています。ま
た、各役職員の主体的な環境配
慮行動の促進を目指し、気候変
動に対し実践する行動を社員が
宣言し、その数に応じた苗木の
寄付や環境ボランティアなどの
環境啓発を推進しています。

株式会社みずほ銀行（内幸町本部・大手町本部）三井住友ファイナンス＆リース株式会社
当社では、太陽光発電設備・水素ステーションなどのリース、中古機械
設備の売買によって機械設備のリユース・リサイクルを促進するなど、
事業活動を通じて地球環境保全に積極的に取り組んでおります。今後も
モノに関する金融ソリューションを提供するファイナンスカンパニーと
して、社会全体の省資源化・省エネルギー化に向けた取組みに貢献して
まいります。

三井住友ファイナンス＆リース株式会社

みずほ
ボランティア・デー

株式会社ラック
当社は2013年9月にISO14001認証を取得して以来、環境活動の啓発として、
①環境に関する全社員教育
②環境方針・節電・ムダな印刷排除の注意喚起ポスター掲示
③千代田区が推奨する地域イベントの紹介、などを実
施しました。

また節電の取り組みとして、
①照明器具の蛍光灯の間引き
②サーバー機器のクラウドサービスへの移行
③自販機の消灯（千代田区自販機消灯キャンペーンに
参加）、などを実施しました。

株式会社ラック

ポスター掲示による啓発

三菱地所株式会社
「大手門タワー・ＪＸビル」で民間初の取り組みとなる皇居外苑濠水の
浄化施設を導入
三菱地所とＪＸホールディングスが共同で開
発を進めてきた「大手門タワー・ＪＸビル」が
2015年11月16日に竣工しました。本プロジェ
クトにおいて、本ビルの地下に、民間初の取り組
みである、皇居外苑濠の水質改善に寄与する大型
貯留槽高速浄化施設を導入致しました。これに
より、近年の慢性的な水不足等を原因とした水質
悪化が改善され、皇居外苑の良好な都市環境の再
構築への寄与が期待されています。

三菱地所株式会社 三菱商事株式会社本店（三菱商事ビルディング）
省エネルギーの取り組みとして、周囲照度を450
ルクスにして卓上LEDタスクライトを設置してい
る他、天井照明（蛍光灯）のLED化を一部実施。
従業員に対する環境教育として、社員向けに電子
版環境ハンドブックの配布、内部環境監査、外部機
関による定期維持審査時に環境意識向上のための
社員インタビューを年1回実施。
また、環境CSR活動として、森林保全・サンゴ礁保
全プロジェクト等の生物多様性の保全活動を実施。

三菱商事株式会社本店（三菱商事ビルディング）

三菱商事株式会社本店（丸の内パークビルディング）
省エネルギーの取り組みとして、周囲照度を450ルクスにして、卓上
LEDタスクライトを設置している。
従業員に対する環境教育として、社員向けに
電子版環境ハンドブックの配布、内部環境監
査、外部機関による定期維持審査時に環境意
識向上のための社員インタビューを年1回
実施。
また、環境CSR活動として、森林保全・サン
ゴ礁保全プロジェクト等の生物多様性の保
全活動を実施。

三菱商事株式会社本店（丸の内パークビルディング）

三菱UFJ信託銀行株式会社
「ピーターラビット™未来へつなぐ森」
三菱UFJ信託銀行は、平成２１年５月、埼玉県および長瀞町と「埼玉県
森林づくり協定」を締結し、長瀞町
宝登山（ほどさん）地内にある共有
林（約１ha）で森林保全活動を開
始、「ピーターラビット未来へ つな
ぐ森」と名づけたこの森で、役職員
とその家族が植樹や下草刈りといっ
た活動に参加しています。

三菱UFJ信託銀行株式会社

三井物産株式会社（日本生命丸の内ガーデンタワー・JAビル）
社有林「三井物産の森」国内74か所約44,000ha（東京23区の7割の広
さ）の適切な管理・整備の継続により、年間約16万㌧の二酸化炭素を吸
収・固定。北海道・三重の社有林におい
て環境省のJ-VER認証制度活用により発
行されたオフセットクレジットの販売を
行うなど環境価値を一部収益化し、資金
循環に取り入れていくことにも積極的に
取り組んでいる。
http://www.mitsui.com/jp/ja/csr/
contribution/environment/forest/

三井物産株式会社（日本生命丸の内ガーデンタワー・JAビル）

<みずほ>の
エコアクション
宣言ポスター

メタウォーター株式会社
オフィスや国内建設工事現場において、リサイクル
の促進、エコ商品への切換、取り組み。
・事務用品については、グリーン購入を推奨してい
ます。

・オフィス照明については、ＬＥＤ化による省エネ
ルギー活動を推進しています。

・業務用車両については、エコカーへの切換を促進
することにより、環境負荷の軽減に努めています。

・建設現場においては、表示看板などの現場にて使
用される備品のリユース活動を展開しています。

メタウォーター株式会社

応

わが社の
ECO自慢
（※）247事業所中「わが社のECO自慢」に掲載を
希望した事業所

打ち水を通じて
省エネ意識を啓蒙



丸紅株式会社
丸紅は、2015年6月19日にパレスホテル東京にて開催した丸紅の
第91回定時株主総会において、グリーン電力証書発行事業者である
丸紅100%子会社の三峰川電力株式会社が発行するグリーン電力証書
(1,500kWh)をパレスホテルが購入することで、株主総会会場での使用
電力をグリーン電力でまかないました。丸紅が株主総会でグリーン電力
を使用するのは、6度目となります。

丸紅株式会社

日本郵船株式会社
船舶からのCO2排出量が大半を占めるため、最新の省エネ技術を搭載
した船舶の竣工などの環境関連の技術開発
や、最適運航を追及する「IBIS TWOプロジェ
クト」の実施による燃節活動の深度化を図って
います。また、環境Eラーニングや環境キャン
ペーン（環境川柳・スローガン・フォトの各
種コンテスト、ビル屋上での緑のカーテンプロ
ジェクト）を実施するなど、グループ全体で地
球温暖化の防止に取り組んでいます。

日本郵船株式会社

日本紙通商株式会社
当社は、紙・パルプ産業に関連する専門商社として、生物多様性に配慮
した企業活動を基本理念に循環型社会の形成に貢献してきました。又、
EMS活動の柱でもあるグリーンプラン計画では、今年度「本業とEMS活
動の統合」を重要な環境目標と策定し実施した結果、新規目標を含め31
項目の目標を掲げほぼ達成することが出来ました。今後もグリーンプラ
ン計画目標達成に向け、積極的にEMS活動に取組んで参ります。

日本紙通商株式会社

株式会社日立製作所
当社が千代田区内に設置する事業所は、本社機能であり、テナントビル
であることから設備更新等の大規模な地球温暖化対策は実施していな
い。しかし、ビルオーナーと協働して、照明照度測定により照明灯数削
減、照度補正値の設定、照明の一斉自動消灯、空調設備の運転時間の短縮
化、温室監視による適時設定の調整等、着実な施策を実施している。ま
た、ライトダウンキャンペーン活動等への参画、クールビズ、ウォームビ
ズの期間延長等も実施している。

株式会社日立製作所

日本大学歯学部
・夏期の冷房を２８℃，冬期の暖房を２０℃に設定し，空調の運転を制
限することによって電力の消費を抑えた。

・屋内の蛍光灯の数を減らすなど，照明器具の間引きをすることによっ
て電力の消費を抑えた。

・学生の夏期休暇期間中などはエレベータの稼働
を２台から１台に減らし，電力の消費を抑えた。

・離席時はスリープモードを励行することによ
り，電力の消費を抑えた。

・パソコンのスリープモードを励行し，電力の消
費を抑えた。

日本大学歯学部

日新製鋼株式会社
①執務スペースへのサーキュレーターの設置
ビルの空調がセントラル方式で冷気が行きわたりにくいエリアがある
ため、各フロア各ブロックにサーキュレーターを設置し、執務室内温
度が均等になるようにしています。
②日差しが強い西側、南側窓に遮熱カーテンを設置
ビルオーナー実施の窓ガラスへの日射調整フィルム貼付とあわせた相
乗効果が期待できます。

日新製鋼株式会社

プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル
生命保険株式会社（ＰＧＦ生命）

ＰＧＦ生命では、研修センターで壁面緑化を実施し、植物の力を取り入
れています。植物には空気清浄（ＣＯ2削減）、温湿度調整（省エネ）等、
さまざまな効果、効能があります。また日常でも、ペーパーレスの推進、
業務で使用した上質紙のリサイクル、窓への遮熱フィルム貼付、電源Ｏ
ＦＦの徹底、蛍光灯の間引き等を実施し、日々環境問題に取り組んでお
ります。

プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル
生命保険株式会社（ＰＧＦ生命）

一般財団法人日本品質保証機構
JQAがカンボジア・シェムリアップ州の小学生を対象に行っている
「カンボジア子ども環境教育」では、JQAが認証事業をしている、ISO 
14001規格の基礎となるPDCA（Plan－Do－Check－Act）手法を取
り入れています。子どもたち自らが、身の
周りの環境問題を認識し、それを解決する
ために、改善策を計画、実行し、結果を分
析・評価します。また、見直しを行い次の
PDCAを実施することで、さまざまな環境
問題を個々の力で解決できるようになる
ことを目指しています。

一般財団法人日本品質保証機構

富士ソフト株式会社（秋葉原ビル）
全社組織として環境PTを立ち上げ、役員がPT長と
なり、毎月1回の定期MTGにより全社統一の環境活
動を定め、全社に展開・推進・実行。環境PTで策
定したFSIecoガイドライン（節電・省エネ等に関す
るガイドライン）を、全国拠点より選任した環境推進
者・環境推進委員を筆頭に全社体制で積極的に実施。社内イントラにeco
オフィスサイトを設置し、全拠点電気使用量や各活動について、見える化を
図り、啓蒙と推進を実施。奥会津の限界集落で里山保全のボランティアを
継続的に実施。当社のＩＣＴ技術（本来業務）により、ペーパレスシステム
を普及、効率よくエネルギーを使用することに貢献

富士ソフト株式会社（秋葉原ビル）

日本電信電話株式会社
建物オーナーと協力し、より省エネで柔軟な空調制御が可能な空調シス
テムを導入しました。
当事業所はテナントビルに所在し、ビル既存の空調システムで節電対策
を行っていました。しかし、対策のみでは限界があるため、現行システ
ムの改修を建物オーナーに要望し協議を重ね、空調システムの変更を実
現しました。
具体的には、暖房時に室温が設定温度以上になった場合の冷房運転やそ
の逆の制御しか出来ない現行のシステムを改修し、冷房運転開始温度と
暖房運転開始温度がそれぞれ設定できること、及び外気温度により外気
取り込み量を制御できるシステムに変更しました。

日本電信電話株式会社

株式会社日清製粉グループ本社
日清製粉グループは、環境に関する中期目標を策定しました。
地球温暖化防止のため、2030年度までに2013年度比で、CO2総排出
量を26％削減することを目指します。
また、循環型社会形成のための資源の有効利用では、グループ全体でゼ
ロエミッションを維持し、2020年度までに事業場単位でもゼロエミッ
ションの達成を目指します。

株式会社日清製粉グループ本社

緑のカーテン

日本歯科大学附属病院
本事業所は歯科医療サービスを患者さんに提供しています。患者さんに
使用する器具器材はすべて滅菌パックを行いま
す。また、手術用手袋はすべてディスポーザブル
で、以前はすべてを医療廃棄物として処理してい
ましたが、感染性のない物は軟性プ
ラスチックと紙に分別しリサイク
ルに回しています。
その結果、医療廃棄物や産業廃棄物
を軽減することができました。

日本歯科大学附属病院

談話コーナー内

診察室内



東京センチュリー株式会社
当社はＰＣリユースによる循環型経済社会への貢献、再生可能エネル
ギー発電事業による環境負荷低減等、積極的に環境貢献ビジネスを推
進しています。自社においても、シス
テム統合、業務効率化により温暖化ガス
排出の削減に努めています（年間約82
ｔ-Co2の削減）。
身近な活動である毎年恒例の本社（秋葉
原）周辺の清掃活動は、300人を超える
社員が参加。清掃ボランテイア活動の輪
は国内外の拠点にも広がっています。

東京センチュリー株式会社

第一生命保険株式会社（首都圏営業本部コンサルティング営業室）
当社は地球温暖化の防止に寄与するため、省エネ対策として下記取組を
実施しています。
・ビル内の空調を夏季２８度、冬季２０～２３度に設定
・プリンター・コピー機の業務終了時電源ＯＦＦ、シュレッダー・スキャ
ナー使用時以外電源ＯＦＦ

・共有パソコン使用時以外電源ＯＦＦ
・２時間以上離席時パソコン電源ＯＦＦ

第一生命保険株式会社（首都圏営業本部コンサルティング営業室）

第一生命保険株式会社（日比谷本社）
当社は地球温暖化の防止に寄与するため、省エネ対策として、下記取組
を実施しています。
・ビル内の空調を夏季28度、冬季20～23度に設定
・ＬＥＤタスクライトを導入し、照明を2/3程度間引き
・昼休み時間の事務室消灯
・エレベーター２ＵＰ、３ＤＯＷＮ（プラス２階、マイナス３階の移動は
階段利用を徹底）

・自動販売機照明の消灯
・プリンター、コピー機の業務終了時電源ＯＦＦ、シュレッダー・スキャ
ナーの使用時以外電源ＯＦＦ

・２時間以上の離席時電源ＯＦＦ

第一生命保険株式会社（日比谷本社）

スバル興業株式会社
当社は安全運転による事故防止およびエコドライブ
の推奨のため全車両にドライブレコーダーを設置
し、安全でエコな運転を励行しています。例として
首都高速道路では事故が1件減ると、2キロの事故
渋滞と3トンのCO2排出が軽減できるとの事です。
当社は「TOKYO　SMART　DRIVER」の賛同パー
トナー企業として、事故防止およびエコドライブの
推進をしています。http://www.smartdriver.jp

スバル興業株式会社

株式会社帝国ホテル
帝国ホテルは、企業としての社会的責任を果たすため、環境問題への全
社的、継続的な取り組みを行っています。
社長を委員長とする環境委員会のもと、省エネ・ごみ削減・グリーン購
入等のテーマ別に社内横断的なチームを設け、「お客様とともに」、「社
会とともに」、「従業員とともに」の3つの視点に基づいて、ステークホ
ルダーと価値を共有しながら環境に関する取り組みをひろげています。

株式会社帝国ホテル

株式会社そごう・西武（本部）
①西武池袋本店屋上「食と緑の空中庭園」では、季節に応じた世界の料
理、そして四季を感じる庭園や壁面緑化、芝生の広場など、多様な自然と
のふれあいをご提供しています。
②お客さまの植樹活動をお手伝いさせて
いただいている「グリーンラッピング」や
使わなくなったこども靴をお預かりして
アフリカ「ザンビア」へ贈る「こども靴 下
取りサービス」など、お客さまと共に「植
樹・育樹」「リユース」活動を推進してい
ます。

株式会社そごう・西武（本部）

中央労働金庫（本店ビル、会館ビル、昇龍堂ビル）
当金庫では、使用する全てのコピー用紙をグリーン購入法適合のリサ
イクルペーパー（古紙パルプ配合率100％、グリーン購入法総合評価値
92）に切り替えるなど、環境配慮の取り組みを実践しています。
また、職員のワークライフバランスとＣＯ２削減を通じたＣＳＲ活動
の意識醸成を図る観点から、全職場一斉に定時退勤する「Ｒ－ＤＡＹ」
（アールデー）を毎月設定し、管理職を含めた定時退勤および執務室の消
灯を励行しています。

中央労働金庫（本店ビル、会館ビル、昇龍堂ビル）

株式会社セブン銀行
全国に23000台以上あるATMの省エネ対策と
して、従来のATMに対して消費電力を約48％
削減した第3世代ATMに順次入替をしています。
また古くなったATMはリサイクルし、ほぼ
100％再資源化しています。

株式会社セブン銀行

池袋本店屋上「食と緑の空中庭園」睡蓮の庭

TOKYO　SMART　DRIVER

株式会社 ナカノフドー建設
①施工段階におけるCO2の排出抑制　②工業化、省力化の積極的推進
及び工期短縮等ヘ活用 ③有害化学物質の管理の徹底　④廃棄物の発生
抑制　⑤環境配慮設計の促進　⑥太陽光発電の実施　⑦オフィスにおけ
る環境社会貢献活動の推進と企業価値の向
上　⑧地域清掃活動の実施　⑨インターン
シップや会社説明会で環境教育を実施　⑩
地域環境活動ヘの参加　⑪作業所における
環境社会貢献活動の推進

株式会社 ナカノフドー建設

「海の森」植樹イベント活動
平成27年10月25日実施

東京海上日動火災保険株式会社
（ラ・メール三番町、東京海上日動ビルディング本館・新館）
当社は、平成11 年度からマングローブ植林活動を実施しており、平成
28 年3 月末までにアジア太平洋地域9 ヵ国において9,474ha の植林
を実施しました。また、専門機関に調査を委託し、国際的に認められて
いる方法で経済的価値・社会的価値の評価
を実施したところ、開始から平成26 年3 月
末までに生み出された経済価値が約350 億
円、ならびに漁業その他の生産活動により生
計が向上する等、約125万人もの方々に恩恵
をもたらしたという試算結果を得ました。

東京海上日動火災保険株式会社
（ラ・メール三番町、東京海上日動ビルディング本館・新館）

インドネシアでの植林の様子

首都高速道路株式会社
首都高速道路大橋JCTの内側にある大橋換気所屋上に自然再生緑地「お
おはし里の杜」を整備し、壁面にはオオイタビによる緑化を施していま
す。大橋JCTは、「大橋”グリーン”ジャンクション」
と銘打ち、周辺の緑と連携するエコロジカル・ネッ
トワークの拠点の一つとして、地
域の環境改善に寄与できる緑化空
間となっております。「おおはし
里の杜」では、地域の小学校と連携
し、稲作体験を行い、毎年約20kg
の米を収穫しています。

首都高速道路株式会社 KDDI株式会社
真鶴町魚つき保安林の調査
真鶴半島先端には、魚群誘致や漁場保全の
目的で植林された「魚つき保安林」と呼ば
れる森林があり、江戸時代から豊かな大自
然の象徴として大切に保全されています。
本調査は、神奈川県の天然記念物にも指定されてい
る、この「魚つき保安林」を永続的に保全することを目
的としており、KDDIのタブレットやソリューション
サービスである「G Suite Basic」を活用し、KDDI社
員もボランティアスタッフとして参加しています。

KDDI株式会社

おおはし里の杜

太い樹木の周
囲長を協力し
て計測する参
加者の皆さん

魚つき林で木の太さを
計りタブレットにデー
タ入力する参加者

壁面オオイタビ



応用地質株式会社
当社は、地盤防災、インフラ、地震防災、地球環境など、人と地球に関わ
るコンサルティングサービスを提案する企業として、地球環境分野では
生物多様性対応、自然環境の保全・再生などに取り
組んでいます。生物学・林学・農
学・廃棄物工学、地質学など様々な
分野の専門が、各地の環境学習の講
師を行っており、10年以上の実績
があります。生物多様性、魚や草木
の話しに子供たちは興味津々です。
お声掛け下されば、どこへでも！　　　

応用地質株式会社

株式会社オリエントコーポレーション（本社ビル）
当ビルでは東日本大震災以来、節電への取組として一部エリアでの照明
の間引き、空調機器の停止等を継続して行っております。
また千代田区の「自動販売機消灯キャ
ンペーン」に賛同しビル内設置の全自
販機が参加、小さな活動の積み重ねで地
球温暖化防止に努めています。
さらに、部署間で余剰となった事務用品
を譲り合う制度「オリコエコ倶楽部」で
リユースを徹底、資源の有効利用を推進
しています。

株式会社オリエントコーポレーション（本社ビル）

ランスタッド株式会社
・空調、冷却設備の点検をこまめに行っている。
・照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を行っている。

ランスタッド株式会社

株式会社NTTドコモ（山王パークタワー）
ドコモグループでは、東京都千代田区を含め、全国8都市で自転車とモ
バイルを融合させた環境に配慮したサイクルシェアリングシステムを提
供しております。
従来のレンタルサイクルとは異なり、
複数あるサイクルポートの“どこでも”
借りて返せる便利な自転車の共同利用
（シェア）サービスです。
今後も、幅広いお客さまにご利用いただ
くことで、温室効果ガス排出量削減や地
域・観光の活性化に寄与してまいります。

株式会社NTTドコモ（山王パークタワー）

川崎汽船株式会社
【社有地での里山保全活動】
千葉県成田国際空港隣接の社有地において、特定非営利活動法人千葉大
学環境ISO学生委員会との協働による里山保
全ボランティア活動を実施しています。
【ランチタイム・ボランティア】
本社近隣地域において、飯野ビルディングに
入居する他社と合同で、昼休み時間帯に歩道
での清掃ボランティア活動を定期的に実施
しています。

川崎汽船株式会社

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（CTC）
天候に左右される太陽光や風力などの自然エネルギーで安定的な電力供
給を行うには発電量の予測と制御が必要です。CTCは膨大な気象シミュ
レーション分野で培った豊富な知見とノウ
ハウを活かし、風力発電事業の設計から運用
まで一貫したサービスを提供。国内約50％
の風力発電事業にかかわっています。
また、効率的な再生可能エネルギー活用を支
援するクラウドサービス「E-PLSM」を提供
し環境に配慮したエネルギーの導入促進を
行っています。

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（CTC）

平成27年度６月
ダム湖プランクトン
（福島県三春町）

社有地での里山保全活動
（2016年5月活動模様）

写真提供：一般社団法人日本風力発電協会

平成27年７月
さくら湖自然教室
（福島県三春町）

〈 広 告 〉



▶清掃活動を通した貢献 ● 千代田区一斉清掃活動への参加•毎月1回、近隣各社共同で地
域清掃を実施

▶イベントへの参加 ●区内一斉打ち水•緑の東京募金

▶教育・学習による貢献 ● 子どもサマースクールとして小学生の職場体験を受入れ、区内
中学校の生徒に対し「都市と環境」をテーマに環境と金融の観
点から、講義およびワークショップを実施•千代田区のコミュ
ニティサイクル事業実証実験実施に伴うサイクルポートをビ
ル敷地内に設置•区内で開催される祭り等への参加

▶節電に関する取組み　  ● 遮熱カーテンの設置•天井照明の蛍光灯全体の約半数の間引き
•日射調整フィルムの貼付•冷房温度28℃設定への協力を社
内掲示板にて周知•深夜のパソコン電源状況を調査し、消し忘
れたパソコン利用者に対する指導の実施および節電意識の向上
•CO2排出量の実績報告を社内掲示板で実施•階段利用の推
奨（2UP3DOWN）

▶ワークスタイルによる取組み ●クールビズ、ウォームビズの実施•サマータイム（5月～ 10
月）の実施

▶社内外への情報提供  ●電光掲示板および公開ホームページ上でリアルタイムの電力使
用量を表示

▶廃棄物・燃料等の削減 ●会議資料のペーパーレス化•エコドライブの徹底•社有車の削
減•ハイブリッド車への切り替えの促進•ペットボトルキャップ
の収集ボックスの設置

▶イベントによる取組み ●喫茶室において「ライトダウン」営業を実施、日中は照明を消
灯、日没前後は各テーブル上にキャンドル灯、天井灯が必要な
場合は、通常の明るさの1/3に照度調整•千代田区自販機消灯
キャンペーンへの参加

▶その他の取組み ●夏期の 有給休暇取得キャンペーンの展開

▶研修会等での学習 ● 全社従業員に対する環境eラーニングの実施•執行役員以上の
経営層を対象に役員会議で環境に関する勉強会を実施•若手従
業員を対象としたセミナーの実施•社内の取組みや環境関連の
法令等を紹介すると共に、館内ツアーを通じた体験、グループ
ワークによる環境活動への取組み意識の向上

▶学習・活動支援 ● エコ検定の合格者に対する受験料の支援

▶社内への情報提供 ● 隔月で環境情報発信を目的に ｢環境・社会ニュースレター」を
発行し、社内イントラネットに掲載

▶その他の学習システム ● ボランティア休暇制度の導入•千代田区が推奨する地域イベン
ト（環境・リサイクル祭り）を社員に紹介し参加を呼びかけ

省エネルギー・
省資源へ向けた
取組み

従業員に対する
環境教育

地域に貢献する
取組み

主な取組み事例



平成28年度 提出事業所 （敬称略、五十音順）

株式会社アイティ・イット
朝日火災海上保険株式会社
旭化成株式会社
旭化成ファーマ株式会社
旭硝子株式会社
旭情報サービス株式会社
朝日生命保険相互会社
株式会社アシスト
アデコ株式会社
ELGC株式会社
イオンリテール株式会社
出光オフィスパートナー株式会社
出光興産株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
株式会社イトーヨーカ堂
株式会社インターネットイニシアティブ
株式会社インテージホールディングス
株式会社インテリジェンス
株式会社インフォメーション・ディベロプメント
株式会社エービーシー商会
SMBC日興証券株式会社
NECプラットフォームズ株式会社
エヌエヌ生命保険株式会社
株式会社NTTドコモ
MS＆ADスタッフサービス株式会社
応用地質株式会社
株式会社大塚商会
株式会社オリエントコーポレーション
国立研究開発法人科学技術振興機構
加賀電子株式会社
株式会社KADOKAWA
カルビー株式会社
川崎汽船株式会社
株式会社共立メンテナンス
杏林製薬株式会社
協和警備保障株式会社
協和発酵キリン株式会社
近畿日本ツーリスト株式会社
株式会社きんでん
株式会社クリーク･アンド･リバー社
KDDI株式会社
独立行政法人国際協力機構
株式会社国際協力銀行
国家公務員共済組合連合会
サイバネットシステム株式会社
特許業務法人酒井国際特許事務所
株式会社産業経済新聞社
三幸株式会社
株式会社三省堂書店
株式会社GSIクレオス
JR東日本テクノハートTESSEI
株式会社ジェイエイシーリクルートメント
JXエネルギー株式会社
JFE商事株式会社
株式会社JPハイテック
シティグループ証券株式会社
ジブラルタ生命保険株式会社
シャングリ・ラホテルズジャパン株式会社
首都高速道路株式会社
株式会社小学館
株式会社小学館集英社プロダクション
学校法人上智学院
昭和産業株式会社
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
信越化学工業株式会社
新幹線メンテナンス東海株式会社
新日鐵住金株式会社
新日本有限責任監査法人
株式会社スタッフサービス
スバル興業株式会社
住友林業株式会社
生化学工業株式会社
石油資源開発株式会社
株式会社セブン－イレブン・ジャパン
株式会社セブン銀行
全国農業協同組合連合会

双日株式会社
株式会社そごう・西武
ソニー銀行株式会社
DIAMアセットマネジメント株式会社
株式会社第一管理代行
第一実業株式会社
第一生命保険株式会社
ダイダン株式会社
大鵬薬品工業株式会社
大和証券株式会社
大和住銀投信投資顧問株式会社
大和ハウス工業株式会社
中央労働金庫
株式会社中日新聞社
株式会社帝国ホテル
鉄建建設株式会社
デュポン株式会社
デロイトトーマツコンサルティング合同会社
ドイツ証券株式会社
東海旅客鉄道株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
学校法人東京家政学院
東京産業株式会社
東京商工会議所
株式会社東京商工リサーチ
東京センチュリーリース株式会社
東京電力パワーグリッド株式会社
東京電力ホールディングス株式会社
東京都国民健康保険団体連合会
東京ビル整美株式会社
東宝株式会社
東洋ビジネスエンジニアリング株式会社
有限責任監査法人トーマツ
ドーミーイン秋葉原
株式会社ドコモCS
凸版印刷株式会社
トヨタホーム東京株式会社
株式会社トヨタレンタリース東京
長島・大野・常松法律事務所
株式会社ナカノフドー建設
ナブテスコ株式会社
株式会社ニチイ学館
株式会社日建設計
日産化学工業株式会社
日新製鋼株式会社
株式会社日清製粉グループ本社
日鉄住金テックスエンジ株式会社
日本紙通商株式会社
日本化薬株式会社
日本歯科大学附属病院
株式会社日本政策金融公庫
株式会社日本政策投資銀行
日本製紙株式会社
日本ゼオン株式会社
一般財団法人日本品質保証機構
日本郵政株式会社
日本郵政株式会社 東京逓信病院
日本郵船株式会社
日本郵便株式会社 神田郵便局
株式会社日本教育クリエイト
株式会社日本経済広告社
株式会社日本経済新聞社
日本原子力発電株式会社
日本工営株式会社
日本曹達株式会社
日本大学会館
日本大学経済学部
日本大学歯学部
日本大学病院
日本大学理工学部
日本調剤株式会社
日本電信電話株式会社
日本土地建物株式会社
日本ホテル株式会社 ホテルメトロポリタンエドモント
株式会社ニュー・オータニ
株式会社ニュ－ヨ－カ－

株式会社ネットワールド
株式会社農協観光
能美防災株式会社
農林中央金庫
ノボノルディスク ファーマ株式会社
野村證券株式会社
野村信託銀行株式会社
株式会社野村総合研究所
BNPパリバ証券株式会社
PwC税理士法人
東日本旅客鉄道株式会社 東京駅
株式会社日立産機システム
株式会社日立製作所
株式会社日立ビルシステム
株式会社ビックカメラ
株式会社ビデオリサーチ
富国生命保険相互会社
富士ソフト株式会社
芙蓉総合リース株式会社
古河電気工業株式会社
プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル生命保険株式会社
株式会社文藝春秋
学校法人法政大学
株式会社ボストン・コンサルティング・グループ
株式会社毎日新聞社
前田建設工業株式会社
丸紅株式会社
株式会社ミクニ
ミズノ株式会社
株式会社みずほ銀行
みずほ証券株式会社
みずほ情報総研株式会社
社会福祉法人三井記念病院
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社三井住友銀行
三井住友信託銀行株式会社
三井住友ファイナンス&リース株式会社　
三井生命保険株式会社
三井物産株式会社
三井不動産ファシリティーズ株式会社
三井不動産リアルティ株式会社
三菱瓦斯化学株式会社
株式会社三菱ケミカルホールディングス
三菱地所株式会社
株式会社三菱地所設計
三菱地所リアルエステートサービス株式会社
三菱商事株式会社
株式会社三菱総合研究所
三菱電機株式会社
株式会社三菱東京UFJ銀行
三菱マテリアル株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ国際投信株式会社
三菱UFJニコス株式会社
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社
三菱UFJリース株式会社
向井建設株式会社
学校法人明治大学
明治安田生命保険相互会社
明豊ファシリティワークス株式会社
メタウォーター株式会社
山崎製パン株式会社
株式会社ラック
ランスタッド株式会社
株式会社LIXIL
株式会社リクルートキャリア
株式会社リクルートホールディングス
株式会社リョーサン
株式会社ワコール

※千代田区温暖化配慮行動計画制度要綱第6条第1
号、並びに第7条第3号に基づき公表しています。
※事業所名は、「温暖化配慮行動計画書兼報告書」
提出時の名称を記載しています。



選りすぐり企業 9 社

　こちらは大企業なので一人一人の環境意識を高めること
は難しいと思っていましたが、部署別の電力を数値化する
「見える化」や、一人あたりのオフィス事務用紙削減目標を
立てるなど客観的な指標を取り入れて実施されていました。

　また、2,000 店のドコモショップで LEDライトを導入、
Web会議を推進することで人の移動を減らす、本社でも
夕方になると照明が最小限になるなど、様々な方法で省エ
ネを徹底していました。

　ドコモグループらしい取組みとして、モバイルを利用し
たサイクルシェアリングシステムを提供するなど、低炭素
社会を実現するための最先端の技術に感銘を受けたので、
今後にも期待したいです。

　株式会社NTTドコモ 法政大学人間環境学部  1 年　深井 真帆

　こちらでは、工場などの排水が環境基準を満たすのかに加え
て、ミジンコなどの生き物で生態系に悪影響がないかを調べる
WET試験を行ったり、電磁波レーダーを使用し、木を傷つけ
ずに幹内の空洞や地中の根の状態を調べて倒木を防ぐ街路樹診
断や、地球温暖化防止のため二酸化炭素を回収し地中に封じ込
めるCCSの適地調査・研究への参加などを行っているそうです。

　訪問して印象的だったのは、今も、「人の目で確認」を大事
にされている点でした。もちろん技術開発も重要ですが、実際
に現地で人の目で見てこそ実現する安全もあるのだと知りまし
た。

　事前に調査を行い、その先の将来まで見据え、自然や動植物
に寄り添った視点で行われている数々の取組みに感銘を受けま
した。

　応用地質株式会社 上智大学理工学部  3 年　渡辺 夏実

この取組みがすごい！
学生が

実際に
取材し

た



　こちらでは、2000 年から「環境に取り組まない企業
は生き残れない」と、トップダウンによる環境への取組
みが始まり、今も、社員全員必ず受ける義務がある「環
境 e- ラーニングシステム」を続け、社員の環境に対する
意識も定着してきたそうです。

　また、社内電力の「見える化・見せる化」のための
「BEMS」や、印刷コスト削減のためのトナーサーバーソ
フトを活用することで、それぞれが社内でより身近に環
境配慮活動をしているのが分かるのは良いシステムだと
思いました。

　他にも、九段中等教育学校で環境教育を行うなど、地
域に貢献されている点が印象的でした。

　私が興味を持った取組みは、日本野鳥の会カードの
発行です。買い物すれば、利用金額の0.5%が自動的に
寄付される仕組みで、買い物すればするほど、環境貢献
できるため、購買意欲向上にも繋がると考えられます。

　また、近年CSR の取組みを積極的に進め、環境貢献
活動を模索中だそうです。お客様のご利用明細のWEB
化や、営業車の 1/3 をハイブリッド車や燃費のいい軽
自動車に替えるなど、エコを推進しています。

　フィンテックにもいち早く取り組まれ、その１つと
してApple Pay への対応を開始。スマートフォンでの
決済手段増加による利便性向上で、更にWEB明細の普
及を進めるなど、人、地球、企業に利益をもたらすの
は素晴らしいと思いました。

　株式会社オリエントコーポレーション 上智大学理工学部  3 年　遠藤 美和

　株式会社大塚商会 大妻女子大学家政学部  甲野ゼミ  3 年　今村 彩香

本社ビル1階　コンセプトギャラリー

オリコトリ



　こちらでは、本業の首都高速において、渋滞緩和によるCO2 排出
削減を目的として、例えば、緩い上り坂で速度低下を防ぐために路側
に誘導灯の光を流すエスコートライトの導入や、低炭素型自動車の普
及支援のための電気自動車用急速充電器の設備を積極的に導入する姿
勢が印象的でした。

　また、もうすぐ 10年目を迎える「見沼たんぼ首都高ビオトープ」
や、整備から６年を迎え JHEP 認証の最高ランク『AAA』を受けた
「おおはし里の杜」などにおける、在来種にこだわった植物の育成と

維持管理により、生物多様性を保全するための成果が目に見える形で出てきています。
　私はCO2 排出削減に留まらず、自然共生社会をつくろうとする環境への取組みの真剣さに驚きました。

　こちらでは、大規模な開発プロジェクトに参加する際、民間
金融機関の国際的なガイドラインであるエクエーター原則に
適合するか評価した上で融資を行っています。

　訪問前は、より多くのプロジェクトに融資した方が利益にな
るのに、何故ガイドラインを採択するのか疑問でしたが、実施
地域の方の人権を尊重し、環境保全に配慮した開発先へ融資す
るのが社会的責任と伺って、お金を貸すだけでなくその先の使
われ方も考えた取組みだとわかり、素晴らしいと思いました。

　『＜みずほ＞のエコアクション宣言』とは、みずほグループの役職員が家庭やオフィスで取り組む環境対策を宣
言するものです。その宣言に合わせ、参加者20人あたり 1本、みずほグループから地域に苗木が寄付されるのは、
参加者の意欲向上に繋がり、良い取組みだなと思いました。

　首都高速道路株式会社

　株式会社みずほ銀行

明治大学政治経済学部  冨澤ゼミ  ３年　峰岸 克成

上智大学理工学部  3 年　尾﨑 夏実

大妻女子大学家政学部  甲野ゼミ  ３年　本多 都

　こちらは積極的に環境に配慮した活動を行っている企業です。私は、
今年発効される、バラスト水（船底に重しとして用いられる海水）に
含まれる生物が生態系に与える影響に配慮する条約に興味を持ちお話
を伺いました。現在、こちらで運航する821隻の内、64隻にバラス
ト水処理装置が搭載されています。条約では、発効後5年以内に対応
すればよいそうですが、既に対応を
始めている積極的な姿勢はもっと評
価されるべきだと思いました。

　様々な取組みをご紹介頂いた後、緑化された本社ビル屋上を見学させて頂
きました。皇居を一望でき、ぐるりと 1周回れる広いスペースが社員の方に
解放されていて憩いの場になっているそうです。とても素敵な場所でした。

　日本郵船株式会社 明治大学政治経済学部  大森ゼミ  ３年　宮城 遥



　「リース会社と環境」と聞くと、省エネルギー設
備のリースをイメージしていました。しかしそれは
活動の一部でしかないということが分かりました。
未来はどうなるか分かりません。つまりリスクです。
他の企業のリスクを一緒に背負い、水素ステーショ
ンなどの環境に配慮した社会のインフラを整える手
助けをすることがこの会社の本質だと思いました。

　またリース会社として社会から信頼を得るため、
日ごろから社員の環境意識を高め、社員が社会の模
範になるよう努めています。ただ単にモノのリース
を行うのではなく、人を、そして社会を変えようと
する姿勢が印象的でした。

　三井住友ファイナンス＆リース株式会社

　こちらは、限りある資源「水」の循環を通じ、社会貢献
をしている会社です。

　短期に製品を入替えるのではなく、製品の運転・維持管
理も請け負い、より長く使ってもらうことが、環境配慮に
繋がっているという印象を強く受けました。

　企業研究中、「低空気比省エネ燃焼技術」が、従来の焼却
炉とどう違うのか気になっていましたが、複数の場所から空
気を送り、それぞれの汚泥が最適な燃え方をするよう、自動
制御することで温室効果ガスの削減を図れると伺いました。

　社内のCSR 活動の他、今後は自社製品を活かし、対外的
にも、積極的にCSR 活動をしていきたいとのことでしたの
で、これからも注目したいと思います。

　メタウォーター株式会社 上智大学理工学部  3 年　清水 茉莉花

明治大学政治経済学部  大森ゼミ  3 年　池上 千晴

セラミック膜エレメント



ゼロ・エネルギー・ビルディング（ZEB）とは？

千代田区の挑戦
ビルが変わればECOが 
変わる！

　ビルの高断熱化や設備の高効率化などの省エネへの取
組みを行うと同時に、太陽光などの再生可能エネルギー
の供給量をビル全体のエネルギー消費量と同等にする
か、又はそれ以上を目指すビルのことを“ゼロ・エネル
ギー・ビルディング（ZEB）”と言います。地球温暖化防
止における取組みの一つとして、ZEB建築物の普及に注

目が集まっています。
　2015年に、再生可能エネルギー分を含めた省エネ率に
よって3段階に分けてZEBを定義することを経済産業省
が発表したことにより、ZEBへの取組みに関する補助金
の申請がしやすくなりました。これに伴い、ZEB建築物
の普及に向けた動きが活発化しています。

上記の表および本文では、ZEB Ready、Nearly ZEB、『ZEB』の総称をZEB（日本語表記：ゼロ・エネルギー・ビルディング）としています。
また、『ZEB』は、100％以上の省エネ率を達成したネット・ゼロ・エネルギー・ビルディングを意味しています。

［出典］経済産業省ホームページ

※Nearly ZEBまたは『ZEB』の認定条件として再生可能エネルギーの生成
は必須ではないが、それぞれに求められる省エネ率を達成するためには
一般的に生成が必要となるケースが多い。

【2015年に経済産業省によって発表されたZEBの定義】

　女性技術者が語るゼロ・エネルギー・ビルディング　

レベル
再生可能エネルギー分を

含めた省エネ率
（省エネ法の基準値と比較）

再生可能
エネルギー
の生成

ZEB Ready 省エネ50％以上 不要

Nearly ZEB 75%以上から100%未満
　  必要※

『ZEB』 100%以上

昇降機
給油
照明
換気
空調



か、などケーススタディも行っています。さらに、大成

建設さん、朝日工業社さんとともに、省エネと快適性を

両立させた新たな業務用ビル液冷空調システムを開発し

ました。このシステムは、従来、室内に出していた機器

発熱を発生源で冷却することで省エネと快適性の両立を

実現し、年間空調エネルギー消費量80％以上削減の可能

性を示しています。

芦谷友美さん（前田建設工業）：弊社では“ZEB +”、“+”

は快適性や知的生産性の向上等、付加価値を

生むことを指しますが、この言葉を掲げ環境

技術を開発しています。2018年、茨城県取

手市に仮称 Maeda Innovation Center（略

称MIC）という技術研究所が完成予定です。

このセンターのオフィス棟は、『ZEB』（省エ

ネ率100％）を目指し設計を進めています。

執務空間には最新の ICT（Information and 

Communication Technology）機器を導入

し、実験装置・計器などすべてに IoT（Internet 

of Things）を採用することで自動的にデータ

を収集・管理・共有します。お客様に対し、

ZEBをご覧いただくショーケースとなるよう

佐﨑 明さん（千代田区）：千代田区は「千代田区地球温

暖化対策地域推進計画2015」を策定し、その中で区内エ

ネルギー起源CO2排出量の削減目標を、1990年度比で、

2020年度までに25％、2024年度までに30％と定めて

います。

　この目標を達成するために民間も行政も共同で取組む

必要がありますが、千代田区として注目しているのが本

日のテーマ、ZEBです。土地が狭く、高層ビルが多い千

代田区は、ZEB普及には課題が多いのが現状です。本

日は、ZEBに関する最先端の研究・技術開発を行って

いる企業の女性技術者の方々から、千代田区のZEB普及

に向けて、お話を伺いたいと思います。

　まずは、各企業のZEB建築への取組みについて、お聞

きしていきます。

安達聡子さん（日建設計総合研究所）：弊社では設計、監

理、運用支援などそれぞれの部門にZEB建築のプロを抱

え、トータルで承っています。また、経済産業省のZEB

ロードマップ委員会に主席の研究員が所属しておりま

して、どのような設備を搭載したらZEBが達成できるの

前田建設工業の新技術研究所（仮称 Maeda Innovation Center）の外観
（左２棟：ラボラトリー棟、中：オフィス棟、右：エクスチェンジ棟）

佐﨑 明さん

（千代田区九段南1-2-1）
千代田区環境まちづくり部
環境政策課
エネルギー対策係

安達 聡子さん

（千代田区神田小川町3-7-1）
日建設計総合研究所
研究員
（エネルギー・マネジメント・
グループ）

町3-7-1）

ジメント・

佐﨑

（千代
千代田
環境政
エネル

ZEB空調の一つのプロトタイプとして、日建設計総合研究所、大成建設、
朝日工業社が共同で開発した「業務用液冷空調システム」



な施設とお考えいただければと思います。

　また、経済産業省のZEBロードマップの実現に向け

て、BIM※をZEB設計に活用する挑戦を始めたところで

す。風や光や熱などの環境やエネルギー消費量を予測で

きるこの技術によって、建物に導入すべき最適な設備等

を設計初期段階からお客様に提案することを目指してい

ます。

菅原圭子さん（大成建設）：まずは弊社のロードマップ

からご説明したいと思います。現在、全体的な取組みと

してZEB提案活動を推進中であり、2018年を目標に “市

場性のあるZEBの実現”、さらに2030年までにZEBの

普及拡大を目指します。ZEBをクルマに例えれば、高級

なスーパーカーではなく、誰にでも手が届くエコカーを

普及させるイメージです。また弊社は、都市のように狭

い地域でも建設できるZEBを実現することで、敷地条件

の制約に左右されにくいZEBを目指しています。弊社

では2014年に竣工したZEB実証棟を運用し、『ZEB』（省

エネ率100％）を達成した実績があります。

　このZEB実証棟の実績を活用して、ZEB化計画・評

価ツール「T-ZEBシミュレーター」を開発しました。こ

れによりZEBを計画しているお客様に対して、計画の初

期段階からZEB のレベルや概算コストを短時間に算出

してご提案することができるようになりました。おかげ

さまでZEB案件をいくつか受注させていただいており

ます。

佐﨑さん：京都議定書や、パリ協定など、地球温暖化や

気候変動に関する世界的な取組みがある中、大成建設さ

んはすでに2014年には実証棟を竣工されています。

ZEBに関して積極的に取り組まれているようですが、社

内的にどのような体制で臨まれているのでしょうか。

菅原さん：ずいぶん前に環境本部を立ち上げるなど、人

がいきいきとする環境を創造することを理念に、ZEB

のトップランナーを目指しています。

佐﨑さん：すばらしいですね。続きまして、ビルの省エ

ネを支える設備機器や運用システムを扱っていらっしゃ

る三菱電機さん、アズビルさん、お願いします。

竹田恵美さん（三菱電機）：私どもでは、ZEB Ready（省

エネ率50％）に向けて、まず設備の高効率化、そして消

費電力の計測設備を担っております。ZEBに関する設

備のオールインワンはもちろんのこと、計測・運用し、

助言ができるしくみも扱っている点が特徴です。

　私が担当する空調部門のビル用マルチエアコン「グラ

ンマルチ」シリーズでは、室外機に業界初の「扁平管熱

交換器」を搭載し、業界トップクラスの通年エネルギー

菅原 圭子さん

（新宿区西新宿1-25-1）
大成建設株式会社
設計本部　設備計画部
設備計画室

芦谷 友美さん

（千代田区飯田橋3-11-18）
前田建設工業株式会社
建築事業本部　設備設計部
環境技術チーム

大成建設のZEB普及における取組み

※Building Information Modelingの略で、建築物のあらゆる情報を３次元化し、コンピュータ上に
バーチャルな建築物をつくるシステムのこと。

日本初、「建物単体」で
年間エネルギー収支ゼロを実現
ZEB実証棟（大成建設技術センター：横浜市戸塚区）

ZEB普及に向けた大成建設と国のロードマップ



消費効率「APF6.0(10馬力)」を実現しています。また、

室内設備では天井カセット形室内ユニットに「ムーブ

アイ」を搭載したシリーズがあります。このユニットで

は、赤外線で床温の低いところを探し出し、下吹き出し

でより効率的な暖房が可能です。計測設備では、ビルの

昇降機、給排水、そして空調専用の細やかなところまで

計測できるコントローラーを扱っています。

佐﨑さん：三菱電機さんは、機器の効率化で省エネを

図っておられますが、運用についてはどのような技術を

お持ちでしょうか。

竹田さん：今お話ししました「グランマルチ」に、自動

省エネ制御を標準搭載しております。外気はさほど暑

くないのに建物内が暑いときや、建物内が高断熱になっ

ていて以前ほど冷房は必要ないときなどは、冷媒温度を

高めるようになっています。そして、冷媒が要らない状

態、空調が不要なときはファン自体も止められるシステ

ムを採用しています。冷媒が動いているかどうか、風が

要るのかどうかまで把握でき、お客様の手を煩わせるこ

となく省エネと快適さをお届けできる点が大きなメリッ

トです。

藤森美紀さん（アズビル）：私は省エネ設備について大

別して2種類あると思います。まず、設備自体を止める

ということ、次に、設備の高効率化を図るということで

す。「設備を止める」ということであれば、例えば弊社で

は、外気を計測し、外気条件が良いときに外気を利用す

ることで空調機及び熱源機を止めます。「高効率化」に

ついては、弊社がIoT技術を駆使した「ビル向けクラウ

ドサービス」がございます。過去のデータから学習し、

熱源送水温度などの設定値を最適化し、ビル全体のエネ

ルギー管理の高効率化を実現します。さらに、このシス

テムはインターネット環境があれば時や場所を選ばず

に使用でき、スマートフォンやタブレットによる操作も

可能です。法律の改正などの変化に対応した機能の改善

をタイムリーに行うため、常に最新のソフトウェアが利

用できます。ソフトウェアをサービスとして利用するた

め、専用システムの導入と比較して初期コストの削減が

できます。このように、お客様が快適さを実感しながら

ZEBを利用できる点も特徴です。

佐﨑さん：各社のZEB普及に向けた取組みがよくわか

りました。冒頭でご案内した「千代田区地球温暖化対策

地域推進計画2015」では、ZEB施設の設置も施策のひ

とつに掲げています。ZEBのメリットを理解していた

だき、実際に普及させていくためにどうしたら良いので

しょうか。

菅原さん：いきなり『ZEB』（省エネ率100％）ではなく、

まずはハードルを下げ、ZEB Ready（省エネ率50％）

を積極的に提案していくことが重要だと思います。照

明と空調でビル全体の6～ 7割のエネルギーを消費して

いると言われています。照明をLEDとし、高効率な空調

機を採用するだけでも、かなり省エネになるので、ZEB 

Readyであれば実現までのハードルはそれほど高くは

ありません。

　そして、お客様目線でのメリットを伝えていくことも

必要ではないでしょうか。省エネを図ることでビルの

運用コストが下がります。また、太陽光発電などを備え

たZEBは自らエネルギーを創ることができますし、消費

エネルギーを最小化できていますので、災害などでイン

フラがシャットダウンしても混乱を最小限に抑えられま

す。つまりZEBにすることで、BCP※対策にもつなが

るというメリットがあるわけです。

佐﨑さん：ありがとうございます。次に、千代田区内に

限って、ZEB Ready（省エネ率50％）、Nearly ZEB（省

エネ率75％）、『ZEB』（省エネ率100％）のうち，どの

レベルを目指すべきかを伺いたいと思います。

安達さん：千代田区さんのように、ビルが密集している

地域では、太陽光パネルを自由に置きにくいという特性

※Business Continuity Planの略で、自然災害などの緊急事態においても事業を継続させる計画のこと。

三菱電機の空調省エネ技術



があります。まずはZEB Ready（省エネ率50％）を目

指されるのが良いのではないでしょうか。経済産業省

のロードマップでは、基本的には自分たちの敷地内でと

なっていますが、日本国内であれば、近隣の別の自治体

の協力を得ても良いのではないかと思います。そうする

ことで日本全体でのZEB普及へと広がっていきますか

ら。

　また、ZEBの普及を促進するためには、日本の企業数

の多くを占める中小企業の方でもZEBを実現できる環

境をつくることが重要です。これをふまえ、経済産業省

の委員会では、2020年までには中小企業の方でもZEB

を建てられるよう設計段階から指針をつくる方向で進め

ています。

芦谷さん：同じく、ZEB Ready（省エネ率50％）を目

指していくのが良いのではないかと思っています。ま

た、建物の設備の更新時期は、おおよそ20年と言われて

いますが、その更新時期にいかに省エネの改修ができる

かが大事です。さらに、初期費用でかかった分を運用費

用でいかに回収できるかを提案したり、国土交通省の補

助金を利用したりするなど、費用面での不安を払拭して

いくことにも力を注いでいくことが必要です。

菅原さん：同様に、まずはZEB Ready（省エネ率50％）

を目指すのが妥当ではないかと思います。千代田区さん

のように、ビルが密集している地域では、あまりハード

ルを高くせず、たくさんのビルが一緒にZEBの普及を目

指すことが大事ですね。これからのZEBのキーワード

としては、先ほど申し上げましたBCPに加えて、ウエル

ネス（快適・健康）も大切です。ZEBは、省エネ性能の

追求だけでなく、快適性も向上させることができるよう

な技術開発が求められています。例えば、スマートフォ

ンなどからデータが飛んで、その人のところだけ涼しい

風が流れる…といった技術は今の日本では、すぐにでも

実現可能ではないでしょうか。

　また、ビルオーナー側の競争意識を高めるという視点

も必要です。海外事例では、あるインターネットのホー

ムページ上で、地図の建物アイコンが省エネレベルに応

じて色分けされています。テナント側としては、ビルを

選ぶ基準になりますよね。不特定多数の人が見る情報だ

からこそ、ますますビルオーナー同士で競争意識が高ま

ります。やがて地域全体の省エネにもつながっていくわ

けです。

佐﨑さん：千代田区でZEBを普及させるため、設備やシ

ステムにおいて重要になってくるのはどのような点で

しょうか。

竹田さん：ZEB Ready（省エネ率50％）を目指す場合、

2013年基準相当の建物でまずは空調を最新の効率の良

いものに置き換える、そして照明をLEDに変え調光をす

る。これだけでも理論上ZEB Readyのレベルまでは、

ほぼたどり着けます。現在のビルにどのような設備をつ

ければどの基準に達するかを具体的にご提案させていた

だくことが必要と思います。

　また空調、照明の設備導入だけでなく、セキュリティ

と連携した省エネも弊社ではご提供しております。千代

田区さんの場合、セキュリティシステムも充実している

と思いますが、例えば入退室カードを読み取らせると、

その職員の席の空調が動き始める、あるいは全員フロア

からいなくなると空調のスイッチが切れる。同様に照明

もスイッチON・OFF、あるいは調光制御するといった

システムを扱っております。

藤森さん：三菱電機さんが言われたように、各設備を

トータルで管理できるシステムをつくることが大切だと

思います。アズビルの「ビル向けクラウドサービス」は

クラウド上に情報を集約し、建物全体の一元管理を実現

しております。

竹田 恵美さん

（鎌倉市大船5-1-1）
三菱電機株式会社
住環境研究開発センター
空調冷熱技術開発部
冷熱制御技術第二グループ
専任

藤森 美紀さん

（品川区北品川5-5-15）
アズビル株式会社
ビルシステムカンパニー
統合営業本部
計装システム２部　２グループ

竹田

（鎌倉
三菱
住環
空調
冷熱
専任

藤森

（品川
アズビ
ビルシ
統合営
計装シ



　同時に快適性も重要だと考えます。慶應義塾大学と弊

社の共同研究にて、室内温度25℃～27.5℃に設定し、事

務所内でアンケートをとったところ、4.0%の作業効率

の低下というデータが得られ、会社の利益に影響するこ

とがわかりました。人件費は高くつくので、従業員の満

足度もつかむ必要があると思います。弊社では在室者に

体感温度を申告していただき、室温変化をみて、要求が

恒常的であれば制御するなど、各種機能をご用意してお

ります。

佐﨑さん：千代田区には事業所ビルが非常に多いので、

ビルの防犯と関連づけてZEBを提案するということは、

ZEB普及の促進において有効ですね。また、物への投

資と捉えるのではなく、つまるところ人材へのインセン

ティブにもつながっているという点も非常に重要である

と思います。

竹田さん：１年ぐらい前に、ドイツの省エネルギー住宅

「パッシブハウス」を見てきたのですが、ビルだけでなく

住宅も断熱など省エネ性能のレベルが表示（エネルギー

パス）されていて、誰でも閲覧できるわけですね。しか

も、その省エネレベルに応じて賃貸条件

も変わってくるのです。

菅原さん：同じヨーロッパの例ですが、

フランスなどでは、家電製品も、住宅も

省エネ性能を示すマークが一緒なんで

すね。ユーザーは一目瞭然で判断可能

です。

安達さん：省エネ性能の表示制度や環

境性能評価システムを確立していくこ

とは、ZEBを普及させていく上でも大

切ですよね。日本でも国土交通省が、

BELSという建築物省エネルギー性能制

度を設け、省エネビルの価値を高めるよ

う促しているところです。また、経済

産業省が企業限定という条件で工場

に対しベンチマーク制度を設け、第３

者の目で省エネ基準がわかるように

なっていまして、今、試験的にコンビ

ニも対象範囲となっています。将来

的には事務所にも広がっていく可能

性があります。

　『ZEB』（省エネ率100％）で申請さ

れている例は、現状、世界で見ても残

念ながら3件。おそらく２～３階建て

の低層の事務所がZEBとして建築できる可能性がもっ

とも高いですね。また、ZEBを増やすのであれば消費

電力の少ない学校をZEBにしていくことが現実的な方

法です。

　加えて、ロードマップ委員会でも話し合われています

が、今後ZEB技術者の育成も課題になってくると思いま

す。

佐﨑さん：各社の方々から意見が出揃いました。

　千代田区では、新築・増改築を行う建築主に対し、計

画の初期段階から事前協議を行い、原則としてCO2排出

量を省エネ基準より35％以上削減するようお願いして

います。この目標を達成することは簡単ではありません

が、本日お話を伺う中で、千代田区のような狭小な敷地

にビルが密集する地域においても、ZEB Ready（省エネ

率50％）を目指すことが可能であることがわかりまし

た。今後も、区内事業者に対し省エネの理解を求めてい

くことの重要性を改めて認識しました。皆様、引き続き

ご協力をよろしくお願いいたします。

　本日は、貴重なご意見をありがとうございました。

［出典］一般社団法人 環境共創イニシアチブ ホームページ

ゼロ・エネルギー・ビルディング（ZEB）の実践イメージ図

アズビルが提供するクラウド型ビル管理サービス



区の主な施策
環境関連イベント一覧

・ゴーヤ・ハーブの苗配布
・ちよだ環境まつり
・サイクルフェア

６月

環境月間イベント

11月

エコ＆サイクルフェア

１月

温暖化配慮行動
計画書制度表彰式
ちよだ生物多様性
大賞表彰式

８月

区内一斉打ち水

５月

ちよだ・つま恋の
森づくり植樹ツアー

10月

環境作品展

７月

セミ羽化観察会
（日比谷公園）

環境・リサイクル祭り
（平成29年度より「ちよだ環境まつり」に改称予定）

区内一斉打ち水

　千代田区では、コミュニティサイクル事業（自転
車の共同利用）を推進しています。環境負荷が少な
く、日常に身近な自転車をシェアすることにより、
CO2排出量の削減、さらに、地域観光の活性化、放
置自転車削減など幅広い効果が期待されます。
　平成28年11月末現在、サイクルポート55か
所、自転車600台が稼働しています。

コミュニテ
ィ

　サイクル
事業

建築物への省エネルギー対策
１　新築建物への取組み
　千代田区では、建築物の新築等に際し、温暖化対策を始め環境に配慮した対策を促すため、平成22年10月か
ら建築物環境計画書の届出をお願いしてきました。
　更なる省エネルギーとその実効性を向上させるため、平成28年10月より、届出に先立ち建築計画が固まらな
い段階から、省エネルギー基準よりさらに35％の削減を努力目標とする協議を行っております。また、インセ
ンティブとして削減目標を達成する場合に活用できる助成制度も創設しました。

２　既築建物への取組み
　千代田区では業務部門のCO2排出量が区内の排出量の約3/4を占めており、約4700棟の事業所ビルを始め
とする既築建物の省エネルギー化も重要となっています。
　そのため、既築建物に対しては、省エネルギー診断の受診を促進し、設備機器の更新や省エネ改修、運用改善
を促進するグリーンストック作戦を積極的に展開しております。
　さらに設備改修に際しては省エネ改修のための助成制度を用意しており、ヒートアイランド現象の緩和を目
的とした助成制度と合わせて、建物の低炭素化を進めています。



最新！えこむぅびぃ情報局★
今回は、私たち２人が近年公開された環境問
題を題材にしている映画を紹介します。
サスペンスからヒューマンドラマまで様々
なジャンルを取り揃えています。
この映画ペー
ジで皆さんに
少しでも興味
を抱いてもら
えれば嬉しい
です。

ECO
MOVIE GUIDE

（それぞれの映画の画像は各映画のDVD表紙や劇場用チラシを参考にしています。）

左： 宮城さん、右： 池上さん左：宮城さん 右：池上さん

な

明治大学大森ゼミ 3年　
池上 千晴

　物語は大西洋を原油で汚染した石油王の屋敷で、環
境テロリスト集団「イースト」が大量の原油をまき散
らし、環境汚染をする他の企業にも犯行予告を出すと
ころから始まります。この映画の主人公は契約した企
業をテロ行為から守る民間会社に所属する女性捜査員
ジェーン。ジェーンはこの集団に狙われた企業を守る
ため、「イースト」に潜入します。
　いくら環境問題が起こっているとはいえ、テロ行
為により汚染企業を告発するやり方には反感を抱く
ジェーンでしたが、潜入するうちに彼らも被害者であ
ることを知り、徐々に彼らに共感し始めます。環境問
題を止める方法は、本当にテロ行為しかないのか？捜
査員としてテロリスト集団を告発すべきだという使命
感と環境問題を見過ごせないという正義感の狭間で揺
れる主人公が、最後に下す決断に注目です！

明治大学大森ゼミ 3年

池上 千晴

「ザ・イースト」
（ザル・バトマングリ監督、
ブリット・マーリング主演、
2014年公開）

明治大学大森ゼミ 3年　

宮城 遥

　アメリカの小さな田舎町、マッキンリーにシェール
ガスの採掘権を借り上げようと大手エネルギー会社が
やってきます。主人公スティーヴ達は低収入にあえぐ
農場主から好意的に迎えられるのですが、タウン・ミー
ティングで高校教師フランクがシェールガスによって
引き起こされる環境への影響が十分に検証されていな
いことを挙げ、住民に再考を促します。住民投票は2週
間後。さらに、その話を聞きつけ、環境活動家も反対運
動のために活動を始めます。
　もちろん、アイオワ州の農村出身のスティーヴにも
信念と誠意がありました。それは、自分のように寂れ
た村を離れ、都会に出ていい仕事、いい稼ぎを得たほう
が良いはずであるという思いでした。けれども、住民
から町を大切に思う気持ちが伝わり、祖父と村で過ご
した思い出を回想します。タウン・ミーティングでの
住民の最終判断とスティーヴの再出発に、アメリカの
「今」を感じてみてください。

明治大学大森ゼミ 3年

宮城 遥

「プロミスト・ランド」
(ガス・ヴァン・サント監督、
マット・デイモン主演、
2014年公開)

　これは、お金も、コネ
も、経験もない、若き主

人公メ

アリーがフラワーショー
に挑む実話を基にした映

画で

す。子供の頃からアイル
ランドの自然に囲まれた

暮ら

しをするメアリーは、自
然を生かした庭園のデザ

イン

を好んで描いていました
。でも、雇い主のデザイ

ナー

にデザインを奪われてし
まい、悲しむメアリー。

ここ

で挫けず、メアリーも権
威あるチェルシー・フラ

ワー

ショーに出展することを
決めます。ですが、出展

の許

可が下りても25万ポン
ドの資金集め、80日後

の施工

開始、3週間での作品の
完成といった困難が待ち

受け

ているのです。

　一番の課題は、施工を
担当するエコロジストの

クリ

スティに許可をもらうこ
と。クリスティはエチオ

ピア

での緑化活動の方が庭
園作りよりも大切であ

ると考

え、メアリーを手伝う意
思はありません。メアリ

ーは

どのように、最高の自信
作「ケルトの聖域」を作

り出す

のか。アイルランドとエ
チオピアの景観の自然美

と、

「ケルトの聖域」の「自然
美」をぜひ堪能してくだ

さい。

「フラワーショウ！」
（ヴィヴィアン・デ・コル

シィ監督、

エマ・グリーンウェル主演
、

2016年公開）

明治大学大森ゼミ 3年
　

池上 千晴・宮城 遥

ウ 」



編集後記

編集スタッフからのメッセージ

「御仕事〝恵呼化〞見本帳」の第2号が、千代田区内４大学（法政、上智、明
治、大妻女子）の学生諸君による企業取材や記事執筆での協力を得て、
発行の運びとなりました。学生諸君の協力に感謝します。昨年12月の
COP21におけるパリ協定の採択を受けて、途上国を含む全ての国が、
世界共通の長期目標として温暖化抑止目標を２℃以内とする、さらには

1.5℃以内を目指すことを求められるに至りました。千代田区に所在す
る大企業のみならず、中小企業も、大学他の学校や公共施設も同様に、よ
り一層の温暖化対策が求められることになります。この「見本帳」が、各
社、各団体による今後の対策の進捗において、創意工夫と切磋琢磨のお
役に立つことが出来れば幸いです。

「区内大学と千代田区の環境連携会議」を通
して、「企業のエコ活動」を取材してくれる
大学生を公募し、集まってくれた皆さん。

各社の未来に繋がる
環境対策を取材しました！

(一社)千代田エコシステム推進協議会理事長　明治大学政治経済学部　大森 正之 教授あとがき

企業の方と直接話すことは自分の認識のズレを修正をで
き、有意義な時間でした。 インターネットでの下調べか
ら最も力を入れている環境配慮事業と推測したものの他
に、実は今後もっと力を入れようとしている事業があるこ
とを知りました。これを知ることができたのは直接話を聞
けたからこそです。この活動のおかげで企業から“生の情
報”を得るという貴重な経験ができました！

池上 千晴（明治大学政治経済学部大森ゼミ ３年）

環境の学部に入り、1年のうちから環境対策に関わり
たいと思い参加しました。初めての企業訪問で、働く
人の姿に圧倒され、初めは緊張しました。しかしお話
を伺うなかで、企業の環境に対する熱意や独自の対策
がみえてきて興味深く、楽しく取材させていただきま
した。この貴重な経験を今後に活かしていきたいです。

深井 真帆（法政大学人間環境学部 1年）

企業で行われている環境配慮活動やCSR活動について
詳しく知りたいと思い、企画に参加しました。ネット
や資料だけでは分からない内容や社員の方々の雰囲気
を知ることができました。ますます環境配慮活動に興
味が湧いてくる良い機会になりました。これからの就
職活動に役立てたいと思います。ありがとうございま
した。

今村 彩香（大妻女子大学家政学部甲野ゼミ ３年）
今回ゼミの先生に紹介され、この冊子作りに参加しま
した。企業に訪問に行くと聞き、最初は緊張していま
したが、訪問先の企業はどこも柔らかい印象のところ
が多く、リラックスして訪問することができました。
私が参加した訪問先の企業以外にも多種多様な環境対
策を行っている企業が多くあったので、今後の就活の
際にも参考にしたいと思いました。

本多 都（大妻女子大学家政学部甲野ゼミ ３年）

私は、昨年大学で、環境問題を取り扱った授業を受講し
ていました。その講義を終え、環境対策として、実際の
会社ではどのような取り組みをしているのか興味を持
ち、今回参加しました。企業訪問では、会社が対策を行
う際に、うまくいってる点や苦労している点を伺うこ
ともでき、将来、誰もが考えるべき環境問題を早くから
考える良いきっかけとなりました。

遠藤 美和（上智大学理工学部 3年）

企業訪問を通して、それぞれの企業が工夫して個々の
特徴を生かした持続可能な社会や環境のための対策を
行なっていて、環境保全をすることは今や企業として
あるためには真剣に取り組まなければならないことだ
と分かりました。また、初めて正式に企業に伺い緊張
しましたが、名刺交換などの社会人としてのマナーを
実際に体験できとても勉強になりました。

尾﨑 夏実（上智大学理工学部 3年）

今まで授業で環境に関する内容に何度か触れたことが
ありましたが、実際の企業では環境に対する取り組み
はどのような事を行なっているのか知りたいと思い参
加しました。一言で環境による活動と言っても会社ご
とに内容は異なっていました。環境に対する取り組み
は会社の活動内容にも関わりがあるのではないかとい
うことがわかりました。

清水 茉莉花（上智大学理工学部 3年）

一流企業が集まる千代田区で、エコの視点で企業を訪
問する貴重な機会だと思い参加しました。タブレット
端末を利用した環境調査、地質調査の知識を活かした
出前授業など、どの企業も事業や得意分野を活かした
取り組みをされていて、毎回新たな発見がありました。
とても緊張しましたが、担当の方々の熱心なお話を聞
くことができ、充足感を感じて帰ることができました。

峰岸 克成（明治大学政治経済学部冨澤ゼミ ３年）

私は3年生なので社会に出る前にもっと企業を様々な
角度から知りたいと思い、この冊子作りに参加しまし
た。取材に行った企業はあまり私にとって身近ではあ
りませんでした。その分、企業のウェブサイトを読み、
疑問に思ったことを何でも質問出来て面白く感じまし
た。知らない世界に接する機会を頂けて感謝していま
す。

宮城 遥（明治大学政治経済学部大森ゼミ ３年）

企業がどのような環境事業に取り組んでいるのか興味
があり、学生生活ではなかなか経験できない企業訪問
があるとのことで参加を決めました。企業訪問は初め
てで緊張と不安でいっぱいでしたが、とても貴重な経
験となりました。企業の方は熱心に環境について考え
尽力されていていることが分かりとても勉強になりま
した。

渡辺 夏実（上智大学理工学部 3年）



2008年(平成20年)にエコ・アクション21へ認証・登録申請。それ以前より、環境
保全活動として環境配慮型運営を推進。認証・登録を期に制定された「環境方針」
の下で、次のような活動が本格化しました。

楠
な ん

公
こ う

レストハウス  国民公園協会皇居外苑支部
皇居外苑の緑豊かな国民公園内、２つのエコ・プロジェクトで
お客様方に安心・安全な食空間をご提供させて頂いております。

廃棄物処理方法の改善、廃棄物削減の取組み

食材や備品等の納入時に発生する、段ボールや発泡スチロールどの運
搬包装資材は、随時、納入業者に持ち帰させることを義務化。止むを
得ず発生する段ボール等は、リサイクル業者が回収し100％リサイク
ル。廃油の全てをバイオディーゼル燃料にリサイクル。

江戸城址、緑豊かなこの地で、循環型社会＝
江戸の庶民の味を、創意工夫で極めました。

江戸食研究の第一人者、江原絢子先生（元東京家政学院
大学名誉教授）監修の下、１年の開発期間をかけエコ・
クッキングで再現！

現在、ご提供しておりますのは、以下３種類です。
　❶江戸エコ行楽重・参の重(レギュラータイプ３段重)
　❷江戸エコ行楽重・与の重（お造り付　４段重）
　❸江戸エコ行楽重・会席（盛込み寿司）

（「楠公」とは、楠木正成像の側にあるので付いた呼称です）

住　所 千代田区皇居外苑1-1　 電　話 03-3231-5509
利用時間  8:30 ～ 17:00、喫茶 8:30 ～ 11:00、

ランチ 11:00 ～ 14:00、喫茶 14:00 ～ 15:30
定休日 無休（年末年始を除く）
交　通  東京メトロ千代田線「二重橋前駅」、日比谷線「日比谷駅」B6または２出口より徒歩約２分、有楽町線「桜田門駅」３出口

より徒歩約8分、JR「東京駅」「有楽町駅」より徒歩約10分（※駐車場は観光バスのみ利用可。一般車両は不可）

江戸の味　エコ・クッキングプロジェクト

「エコ・アクション21」プロジェクト

❶

❸❷

〈 広 告 〉



 ●STEP1　：お店のエコ自慢を宣言しましょう！
❶ 様式1： 環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」宣言書をご提出ください。

❷ 宣言後すぐに環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」参加証
を交付します。
　宣言書の確認後に、事務局より参加証とステッカー
をお送りします。店内に掲示してお店のエコ自慢を
してください。

環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」の進め方

環境 エコ 慢」

私（我が社）のエコ は、

です。

参加証

貴事業所は、千代田エコシステム（CES）推進協
議会が行う環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」に
したがって環境配慮活動に取り組み、千代田区の
進めるCO2排出量の削減活動に参加表明された
ことを証明いたします。

平成　　年　　月　　日

千代田エコシステム（CES）推進協議会

会長　大森 正之

受付番号No.

宣言者：

証明を受けた事業所

所　　在　　地：

事　業　所　名： 

申 請 年 月 日：　平成　　　年　　　月　　　日

環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」

CO2マイナス30%を目指します！

私（我が社）のエコ自慢は、

です。
事 業 所 名： 

申請年月日：
平成　　　年　　　月　　　日

環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」

宣 言 書

様式１

事業所名： 

千代田エコシステム（CES）推進協議会が行う
環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」に参加します。

平成　　年　　月　　日

貴事業所の環境に対する取り組みについて、自由にお書きください。
私の事業所では、次のような環境配慮活動に積極的に取り組みます。

※「宣言書」の用紙につきましては、お手数をお掛けしますが、（一社）
千代田エコシステム推進協議会のホームページ(http://chiyo-
da-ces.jp)からダウンロードするか、事務局までご連絡ください。裏
表紙に、電話番号・ＦＡＸ番号を掲載してあります。

※１年（最短3ヶ月）後に、具体的な活動の成果をご報告いただける場合には、STEP2に進んでください。

 ●STEP2　：活動の成果をご報告してみませんか？
❶ 活動が終わりましたら環境配慮宣言「千代田の 
エコ自慢」活動報告書を作成してください。

　電気の節約、ガスの節約、水の節約、ゴミ
の減量、エコドライブに関する活動を実施
した場合には、活動チェックシートをもと
にエコ活動の実績をご記入ください。報告
書の作成が終わりましたら、事務局に、郵送
またはメールにてご提出ください。

❷ 活動報告書の受領後に環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」 
認証書を交付します。

　活動報告書の受理後に事務局より環境配慮宣言 
「千代田のエコ自慢」認証書を交付いたします。

※報告書を提出すると「千代田区商工融資あっせん制度」の優遇措置を利用できるようになります。

環境配
慮宣言「

千代田
のエコ

自慢」

私（我
が社）

のエコ
自慢は

、

です。

認証書
（1年

版）

貴事業
所を、千

代田エ
コシス

テム（C
ES）推

進協

議会が
行う環

境配慮
宣言「千

代田の
エコ自

慢」に

おいて
環境配

慮活動
に取り

組み、千
代田区

の進め

るCO2
排出量

の削減
活動に

貢献さ
れてい

ること

を認証
いたし

ます。

平成　
　年　

　月　
　日

千代田
エコシ

ステム（
CES）推

進協議
会

会長　大森
 正之

認証番
号No.

宣言者
：

証明を
受けた

事業所

所　　
在　　

地：

事　業
　所　

名： 

認 証 
年 月 

日：　
平成　

　　年
　　　

月　　
　日

認証の
有効期

間：　
平成　
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環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」
活動報告書（1年版）

様式３

●取り組み実績　(期間：平成　　年　　月　～　平成　　年　　月）
※計測は宣言した月から開始してください。初回年は今年度の記入のみで構いません。

環境配慮活動項目 昨　年　度 今　年　度

●① 電気の使用量 kWh kWh

●② ガスの使用量 m3 m3

●③ 水道の使用量＊ m3 m3

●④ ごみの量
（事業用有料ごみ処理券枚数） リットル　　　　　枚 リットル　　　　　枚

●⑤ エコドライブ
（車の燃費＊＊向上） Km/ℓ Km/ℓ

＊水道の使用量の計測については、支払のある月のみでかまいません。検針票の通りに記入してください。
＊＊車の燃費の計算式は「前回の給油から走行した距離（km）÷給油量（ℓ）」です。給油をした月に記入してください。

●環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」の活動を1年間続けてみて
環境配慮活動に残された課題 この課題の解決方法

環境配慮宣言「千代田のエコ自慢」

私（我が社）のエコ自慢は、

です。

認証書（1年版）

貴事業所を 千代田エコシステム（CES）推進協

認証番号No.

宣言者：



監査・認証制度の概要
　国際規格ISO14001の認証には、時間とお金がかかるのに対し、千代田区が定めた環境マネジ
メントシステム「千代田エコシステム(CES)」のクラスⅢでは、簡易で安価に運用でき、各事業所
が独自で企画・運用するより信頼性が高まります。
　指導助言を受けながら行動計画などを作成し、Plan Do Check Act しながら(PDCAサイクル)
導入し、年に１回、監査員による監査及び認証委員会(第三者機関)による認証をうけることで、よ
りよい環境配慮行動へつなげることができます。

導入のメリット
❶環境意識の向上
❷イメージの向上
❸業務の効率化とコスト削減
❹千代田区商工融資あっせん制度の利用可能（利子補給率の優遇）
❺千代田区低炭素建築物助成制度の利用可能
　（環境付加価値の高い低炭素建物を建築する際の助成制度）

❻契約条件にかかる『千代田区施行能力・地域貢献等審査型総合評価方式』による加点

費用

●指導助言

●監査

監査料 ＊40,000円～180,000円/回（180分）

導入時基本料金 60,000円（180分×3コマ）

任意オプション* 20,000円／回（180分）

・監査は原則として年一回実施します。
・監査の結果「不適合」となった場合には、再監査が必要です。
・再監査となった場合、再監査1回ごとに別途、上記の監査料がかかります。
＊監査料は、監査対象のサイト数と所属人数により、お見積りいたします。

＊導入時指導助言（基本料金分・全3回）のほかに、別途 指導助言が必要な場合、1回ごとにこちらの指導助言
料がかかります。

指導助言の具体的内容
第１回 クラスⅢ導入の流れ説明、各種帳票作成指導（180分）
第２回 運用状況の確認、CES活動報告書作成指導（180分）
第３回 CES活動報告書確認（180分）

お問い合わせは、裏面の『（一社）千代田エコシステム推進協議会』
までお願い致します。

監

導導導

費費費費

千代田エコシステムクラスⅢ
（監査・認証）導入について



（一社）千代田エコシステム推進協議会の
活動に参加して

CO2削減に取り組みませんか

（一社）千代田エコシステム推進協議会では、区に関わる人や組織が取り組みやすい環境マネジメ
ントシステム「千代田エコシステム(Chiyoda Eco System = CES)」を普及・啓発しています。

三菱地所株式会社、株式会社大塚商会、東京電力パワーグリッド株式会社 銀座支社、東京ガス株式会社 中央
支店、東洋美術印刷株式会社、サンタックス株式会社、株式会社東畑建築事務所、前田建設工業株式会社、株
式会社小学館集英社プロダクション

学校法人 日本歯科大学、学校法人 法政大学、学校法人 専修大学、学校法人 明治大学、学校法人 大妻学院、学
校法人 二松學舍、学校法人 東京家政学院

東京商工会議所 千代田支部、千代田区商店街連合会、千代田区連合町会長協議会、公益財団法人 まちみらい
千代田、NPO エコスクール推進協議会、2×3スリーレッグ、千代田区商店街振興組合連合会、神田駅西口
商店街振興組合、エコピープル支援協議会、千代田区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上

■会員企業・団体・教育機関（2017年1月時点、敬称略・順不同）

～本冊子へのご意見、ご感想はこちらまでお寄せください～

●千代田区環境まちづくり部環境政策課
住　所： 〒102-8688 

千代田区九段南1-2-1 
千代田区役所5階

電　話： 03-5211-4253 
（事業推進係）

F A X ：03-3264-8956
メール：kankyouseisaku@city.chiyoda.lg.jp

●(一社)千代田エコシステム推進協議会
住　所： 〒102-8688 

千代田区九段南1-2-1 
千代田区役所5階

電　話： 03-5211-5085
F A X ： 03-3221-3405
メール：info@chiyoda-ces.jp

発行：千代田区環境まちづくり部環境政策課　製作協力：（一社）千代田エコシステム推進協議会　編集協力：（株）小学館集英社プロダクション　
印刷・製本：（株）三響社
発行日：2017年2月28日
※掲載された情報は2017年１月時点のものです。掲載された記事・写真・地図・イラスト等の無断転載・複製を禁じます。

CO2削減について学び、考えて頂くための
各種イベントや環境講座へ参加する

皆さまのCO2削減への取組みを
『千代田のエコ自慢』で外へ向けて発信する

千代田区独自の
環境マネジメントシステム

（CESクラスⅢ）へ参加し、監査と認証を受ける

（一社）千代田エコシステム推進協議
会は、これらの活動を支える会員を募
集中です！

区分 正会員 賛助会員
教育機関 60,000円 30,000円
企業(資本金1億円以上) 60,000円 30,000円
企業(資本金1億円未満) 20,000円 10,000円
上記以外の団体 10,000円  5,000円
個人  2,000円  1,000円

企業

教育機関

団体

1

2

3

●年会費


